
「
三
刀
屋
の
川
の
水
清
く
」

「
城
山
松
の
す
く
す
く
と
」
と

旧
制
中
学
の
校
歌
に
も
歌
わ
れ

て
い
る
恵
ま
れ
た
自
然
の
中
で

歴
史
を
積
み
重
ね
た
島
根
県
立

三
刀
屋
高
等
学
校
は
、
本
日
、

九
十
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

本
校
は
大
正
一
三
年
四
月
に

島
根
県
立
三
刀
屋
中
学
校
と
し

て
開
校
し
て
以
来
、
「
誠
実
・

剛
健
、
礼
儀
・
規
律
、
勤
労
・

勉
励
」
の
校
訓
の
も
と
一
万
六

千
有
余
名
の
卒
業
生
を
世
に
送

り
出
し
て
来
ま
し
た
。

今
日
を
迎
え
る
ま
で
の
道
の

り
は
、
決
し
て
平
坦
な
も
の
で

は
な
く
、
時
に
曲
折
と
苦
難
に

満
ち
た
も
の
で
し
た
。
昭
和
初

期
に
は
農
村
で
の
不
況
に
よ
る

生
徒
募
集
難
や
中
学
校
か
ら
農

林
学
校
へ
の
組
織
変
更
が
県
議

会
で
審
議
さ
れ
る
と
い
う
学
校

存
廃
の
危
機
を
経
験
し
ま
し
た
。

ま
た
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る

と
、
い
わ
ゆ
る
「
学
徒
出
陣
」

が
始
ま
り
、
本
校
か
ら
も
多
数

の
生
徒
が
少
年
志
願
兵
と
し
て

出
陣
し
、
教
職
員
も
戦
場
へ
赴

き
、
多
数
の
方
が
戦
死
さ
れ
ま

し
た
。
安
来
や
名
古
屋
へ
の
工

場
動
員
も
行
わ
れ
、
事
故
や
空

襲
で
殉
職
さ
れ
た
生
徒
、
教
職

員
も
い
ま
し
た
。
食
糧
確
保
の

た
め
校
庭
が
農
園
に
な
り
、
校

舎
を
取
り
壊
し
、
工
場
に
し
よ

う
と
す
る
す
る
計
画
も
立
て
ら

れ
、
実
際
に
一
部
が
取
り
壊
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
戦
時
中
の
苦
難

や
悲
劇
を
経
て
、
戦
後
の
教
育

制
度
改
革
に
よ
っ
て
、
三
刀
屋

中
学
校
は
昭
和
二
三
年
四
月
に

島
根
県
立
三
刀
屋
高
等
学
校
と

改
称
さ
れ
、
新
た
な
第
一
歩
を

踏
み
出
し
、
今
日
に
至
っ
て
い

ま
す
。

今
年
は
創
立
九
十
周
年
に
当

た
る
年
で
あ
り
ま
す
が
、
同
時

に
総
合
学
科
十
周
年
の
節
目
の

年
で
も
あ
り
ま
す
。
本
校
の
普

通
科
は
平
成
一
六
年
四
月
に
か

ら
総
合
学
科
に
改
編
さ
れ
、
現

在
の
総
合
学
科
棟
も
そ
の
翌
年

に
竣
工
し
て
い
ま
す
。

三
刀
屋
高
校
の
総
合
学
科
を

一
言
で
言
え
ば
、
普
通
科
の
内

容
に
加
え
て
、
体
系
的
な
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
行
う
学
科
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。
一
年
生
四
月
に

は
二
泊
三
日
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ

ン
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
、
そ
の
中

で
「
仕
事
調
べ
」
を
行
い
ま
す
。

十
月
に
は
三
日
間
の
「
事
業
所

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
を
行
い

ま
す
。
十
一
月
に
は
一
年
生
全

員
で
広
島
大
学
へ
行
き
、
大
学

で
学
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
を
行
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
一
年
次
に
は
毎
日

の
座
学
に
加
え
て
「
仕
事
調
べ
」

「
事
業
所
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
」
な
ど
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
土
台
に
、
二
年
次
の
「
文

系
・
理
系
選
択
」
や
幅
広
い
選

択
科
目
の
中
か
ら
自
分
で
科
目

を
選
ぶ
「
科
目
選
択
」
を
行
い

ま
す
。

二
年
生
十
月
に
は
東
京
へ
研

修
旅
行
を
行
い
、
企
業
、
官
公

庁
、
大
学
等
を
訪
問
し
、
仕
事

や
上
級
学
校
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
す
。
ま

た
、
二
年
生
の
後
半
か

ら
三
年
生
の
前
半
に
か

け
て
興
味
を
持
っ
た
テ
ー

マ
を
自
分
で
選
び
、
調

査
・
研
究
、
発
表
を
行

う
「
課
題
研
究
」
を
行

い
ま
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
の
中

に
は
「
裁
判
員
制
度
を
身
近
に

す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良

い
か
」
や
「
雲
南
市
の
中
高
生

の
本
離
れ
に
つ
い
て
」
な
ど
、

い
ず
れ
も
現
代
の
様
々
な
問
題

を
高
校
生
の
視
点
で
調
査
・
研

究
し
よ
う
と
す
る
意
欲
的
な
テ
ー

マ
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
三
刀
屋
高
校
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
は
総
合
学
科
設

置
以
来
、
高
い
評
価
を
得
て
お

り
、
平
成
二
五
年
二
月
に
は

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
優
良
学
校
」

と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
総
合

学
科
の
草
創
期
か
ら
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
関
係
の
皆
様
の

お
か
げ
と
深
く
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

校
歌
の
二
番
に
は
「
社
会
に

立
た
ん
、
健
や
か
に
」
と
歌
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
総

合
学
科
の
特
色
を
生
か
し
、

「
現
在
学
ん
で
い
る
こ
と
」
と

「
将
来
の
仕
事
や
上
級
学
校
」

を
結
び
つ
け
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
充
実
を
図
り
、
社
会
に
貢
献

す
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

生
徒
の
皆
さ
ん
、
こ
の
九
十

年
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
三
刀

屋
高
校
の
総
合
学
科
で
し
っ
か

り
学
び
、
社
会
に
貢
献
す
る
志

を
持
っ
て
三
刀
屋
高
校
を
巣
立
っ

て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

（１）第88号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2014年（平成26年）10月4日(土)
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社
会
に
立
た
ん

健
や
か
に

校長

恩田 佳雄

10
月
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
受
賞

者
発
表
シ
ー
ズ
ン
。
毎
年
こ
の

時
期
を
迎
え
る
と
ニ
ュ
ー
ス
解

説
等
で
「
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
」

な
る
言
葉
が
紹
介
さ
れ
る
。
「
偶
然
に
、
思

い
が
け
な
い
発
見
を
す
る
能
力
」
と
い
う
意

味
で
、
セ
イ
ロ
ン(

現
ス
リ
ラ
ン
カ)

の
３
人

の
王
子
に
こ
の
能
力
が
あ
っ
た
と
い
う
寓
話

が
語
源
の
よ
う
だ
▼
10
年
前
に
ノ
ー
ベ
ル
化

学
賞
を
受
賞
し
た
田
中
耕
一
さ
ん
の
研
究
成

果
も
、
誤
っ
て
コ
バ
ル
ト
の
粉
末
と
グ
リ
セ

リ
ン
を
混
ぜ
た
失
敗
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
、

典
型
的
な
「
失
敗
は
成
功
の
も
と
」
と
い
う

お
話
の
よ
う
だ
が
、
こ
の
格
言
と
「
セ
レ
ン

デ
ィ
ピ
テ
ィ
」
と
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
違
う
▼

探
し
て
も
見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
場
合
、
こ

の
辺
り
に
あ
る
は
ず
だ
と
い
う
場
所
し
か
実

際
に
は
探
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
し
か

し
、
科
学
の
世
界
で
は
探
し
て
い
る
場
所
で
、

探
し
て
い
た
も
の
と
は
違
う
予
期
せ
ぬ
も
の

を
偶
然
に
発
見
す
る
こ
と
も
多
い
。
ア
ル
キ

メ
デ
ス
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
ノ
ー
ベ
ル
皆
然
り
。

田
中
耕
一
さ
ん
の
受
賞
研
究
も
「
失
敗
は
成

功
の
も
と
」
と
言
う
よ
り
は
、
あ
る
意
味
偶

然
が
生
ん
だ
も
の
と
言
え
る
▼
た
だ
、
貴
重

な
偶
然
に
遭
遇
し
て
も
、
そ
の
場
を
素
通
り

し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。

探
し
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
モ
ノ
を
発
見
す

る
の
は
案
外
難
し
い
よ
う
な
気
が
す
る
▼
何

を
探
し
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
日
常
生
活

の
中
で
、
貴
重
な
偶
然
を
前
に
し
て
素
通
り

す
る
か
、
貴
重
な
偶
然
を
き
っ
か
け
に
自
分

の
人
生
を
豊
か
に
で
き
る
か
、
確
か
に
そ
れ

は
一
つ
の
能
力
と
言
っ
て
も
良
い
だ
ろ
う
▼

総
合
学
科
で
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
場
面
が
準
備

さ
れ
よ
う
と
も
、
自
己
実
現
の
た
め
の
貴
重

な
き
っ
か
け
を
主
体
的
に
発
見
、
つ
か
ま
な

け
れ
ば
も
っ
た
い
な
い
。
地
域
産

業
研
究
を
深
め
る
三
高
の
秋
は
、

そ
の
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
て
い
る

は
ず
だ
。
き
っ
か
け
を
つ
か
む
ア

ン
テ
ナ
を
磨
い
て
体
現
し
よ
う
、

「
幸
運
な
ん
で
す
」
を
。

(

編
集
長
記)

如己愛人

つながろう三高
つながろう雲南

SINCE 1924

セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
を
磨
い
て

体
現
す
る
「
幸
運
な
ん
で
す
」

演
題
「
島
根
は
最
先
端

～

ふ
る
里
を
誇
り
に
映
画
を
撮
る

～

」

次の10年、100周年に向かって

講
師

錦
織

良
成

氏

（
映
画
監
督
、
脚
本
家
）

校旗

旧制中学時代 現在

記念公演



「9olden Memories 愉快活発」フ
ォ
ト
点
描

２
０
１
４

Ｐ
Ｔ
Ａ
模
擬
店 ダメよ

ダメ ダメ

まばゆい班長の顔、顔、顔、顔、顔

ア
ド
レ
ナ
ニ

ン
全
開
沸
騰
中

2014年（平成26年）10月4日(土) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第88号（２）

kotonoha ﾗｲﾌﾞ

～胸にきざめ 90年目の轍～

あっ

ぱれ

↑熱い視線を感じたピンカラレディー？の面々

↑2年クラス催し物では、廊下に
入場待ちの行列ができるほど。

8/29 (金) 文化祭

8/30 (土) 文化祭

8/31 (日) 体育祭

↑図書館では90年の校史を振り返
る各種展示。華道部の作品展示も。

↑
筝
曲
部
の
演
奏
を
バ
ッ
ク
に

1年生部員にとっては初の大舞台

↑文化祭に不可欠の吹奏楽部

ダメ ダメ
ダメ ダメダメ ダメ

（
少
な
く
と
も
学
校
五
日
制
に
な
っ
て
か
ら
は
）

１年ステージ発表

ありがとうございました。

←
ア
ス
パ
ル
の
ロ
ビ
ー
で

は
文
化
部
の
展
示

も
。

娘がコワい！

ＰＴＡ ＰＴＡ ＰＴＡ



▼開校直前の郷土

第一次世界大戦が

勃発した2年後の1916

年に民営の簸上鉄道

(現木次線)宍道～木

次間が営業を開始。

第１回国勢調査が実

施された1920年の島根県の人口は2010年調査とほぼ同

じ714,712人だった。直後、従来からの安価な鉄鉱石の

輸入に戦後恐慌が追い打ちとなって島根県からも「た

たら」の灯が消えていった。

▼開校の1924年度（大正13年度）の日本

前年9月の関東大震災からの復興がすすむ

4月 大阪に市内１円均一タクシー「円タク」登場

5月 第8回パリ五輪の三段跳で織田幹雄が6位入賞

6月 加藤高明護憲三派連立内閣成立

（内務大臣に松江市出身の若槻禮次郎）

築地小劇場が開場

7月 阪神甲子園球場完成(干支にちなんで命名)

•8月「国民新聞」が初の天気図を掲載

11月 社会主義国家モンゴル人民共和国誕生

京都山崎で初の国産ウィスキー製造を開始

1月 娯楽雑誌『キング』創刊

3月 ラジオ放送開始

普通選挙法成立(翌月に治安維持法成立)

＜流行語＞アッパッパ、正ちゃん帽、行方不明

＜流行歌＞兎のダンス［作詞：野口雨情、作曲：中山晋平］

♪ ソソラ ソラ ソラ 兎のダンス

学校創立の1924(大正13)年度はこんな年

Ｐ
Ｔ
Ａ
環
境
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

Ｐ
Ｔ
Ａ
交
通
安
全
街
頭
指
導

私
は
現
在
、
看
護
学
校
に
通
っ

て
い
ま
す
。
高
齢
化
社
会
の
進

展
の
中
で
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
看
護
の
あ
り
方
を
学
び
、

患
者
さ
ん
に
寄
り
添
い
、
患
者

さ
ん
の
痛
み
を
和
ら
げ
る
こ
と

が
で
き
る
看
護
師
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

私
が
本
格
的
に
看
護
の
道
に

進
も
う
と
考
え
た
の
は
、
高
校

に
入
学
し
て
か
ら
の
こ
と
で
し

た
。
私
は
と
り
わ
け
頭
が
良
い

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
た
め
、

で
き
る
こ
と
を
頑
張
ろ
う
と
思

い
、
提
出
物
を
期
限
内
に
提
出

し
た
り
、
任
さ
れ
た
仕
事
に
一

生
懸
命
に
取
り
組
ん
だ
り
と
、

自
分
な
り
に
は
頑
張
っ
て
い
ま

在
校
生
へ
の
エ
ー
ル

成
人
式
を
終
え
た
三
高
卒
業
生
か
ら

記
念
館
「
蒼
雲
館
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

昭
和
40
年
代
中
期
の
校
舎
改
築

の
際
に
唯
一
残
し
た
旧
木
造
校
舎

が
玄
関
前
の
「
記
念
館
」
で
す
。

元
は
図
書
館
で
し
た
。
現
在
の
内

部
は
改
装
さ
れ
、
入
っ
て
左
手
の

和
室
「
三
楽
庵
」
は
茶
道
部
の
茶

室
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
。
そ
の
こ
と
が
、
今
の
自
分

を
作
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
今
、
目
の
前
に
あ
る

何
か
に
、
自
分
な
り
に
一
生
懸
命

取
り
組
む
こ
と
が
、
自
分
の
財
産

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

少
し
ず
つ
努
力
し
て
、
焦
ら
ず
、

自
分
の
進
路
に
向
か
っ
て
い
っ
て

下
さ
い
。

（
船
木
優
子
）

そ
し
て
、
右
手
の
広
い
空
間
が
同

窓
会
の
皆
様
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ

た
「
蒼
雲
館
」
で
、
本
校
90
年
の

歩
み
を
伝
え
る
品
々
が
保
管
さ
れ

て
い
ま
す
。

普
段
は
来
館
者
も
ほ
と
ん
ど
な

い
「
蒼
雲
館
」
で
す
が
、
８
月
の

学
園
祭
期
間
中
は
開
館
し
、
卒
業

生
や
地
域
の
皆
様
に
も
ご
覧
い
た

だ
き
ま
し
た
。
入
館
希
望
の
皆
様

は
事
前
に
高
校
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

↑
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
若
い
ご
夫
婦

が
思
い
出
の
写
真
に
見
入
る
姿
も

あ
っ
た
学
園
祭
期
間
中
。

↑
三
高
Ｏ
Ｂ
の
恩

田
校
長
が
作
成
し

た
応
援
フ
ラ
ッ
グ

各
地
区
の
朝
の
街
頭
指
導
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

期
間
中
、
京
都
府
で
は
高
校
生
の
自
転
車
が
高
齢
者
と
衝
突
し

て
死
亡
さ
せ
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
全
国
で

は
島
根
県
の
人
口
よ
り
も
多
い
年
間
78
万
人
が
交
通
事
故
で
死
傷

さ
れ
て
い
る
悲
惨
な
状
況
で
す
（
昨
年
）
。
他
人
事
で
は
な
く
、

日
々
み
ん
な
で
交
通
安
全
に
関
す
る
意
識
を
高
め
た
い
も
の
で
す
。

ＰＴＡ ＰＴＡ ＰＴＡ ＰＴＡＰＴＡ

Ｐ
Ｔ
Ａ

Ｐ
Ｔ
Ａ

Ｐ
Ｔ
Ａ

Ｐ
Ｔ
Ａ

Ｐ
Ｔ
Ａ

（３）第88号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2014年（平成26年）10月4日(土)

本
日
の
90
周
年
記
念
式
典
を
前

に
、
先
月
21
日
（
日
）
に
は
Ｐ
Ｔ

Ａ
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
保
護
者
の
皆
様
48
名
に

生
徒
・
教
職
員
も
加
わ
っ
て
約
百

名
が
２
時
間
ほ
ど
校
舎
周
辺
の
除

草
作
業
に
汗
を
流
し
、
普
段
は
手

の
届
か
な
い
と
こ
ろ
ま
で
綺
麗
に

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ＰＴＡ

９
／
15
～
22

記
念
式
典
を
前
に
除
草
作
業
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

↑記念館左側の「三楽庵」

↑昔の教科書や新聞記事の展示も多数

↑ひときわ目を引く野球部の
「甲子園出場」に関するコーナー

↑蒼雲館入口

８
月
の
雲
南
市
の

成
人
式
で
新
成
人
を

代
表
し
て
挨
拶
に
立
っ

た
の
が
本
校
卒
業
の

船
木
優
子
さ
ん
（
平

成
24
年
３
月
卒
）
。

今
回
は
在
校
生
へ
の

激
励
の
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。



ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

野

球

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

後
期
生
徒
会
役
員
選
挙

卓

球

（
９
／
12
～
14
、

金
城
町
総
合
体
育
館
）

【
男
子
】

単
複
と
も
に
一
回
戦
敗
退

【
女
子
】

▽
シ
ン
グ
ル
ス

２
回
戦
進
出

柿
木
紗
雪
（
２
年
）

３
回
戦
進
出

高
花
菜
摘
（
２
年
）

▽
ダ
ブ
ル
ス

２
回
戦
進
出

高
花
菜
摘
（
２
年
）

佐
々
木
優
（
２
年
）

県
高
校
選
手
権

（
９
／
16
、
信
任
投
票
）

<

当
選>

会
長

上
田
航
平
（
２
年
）

議
長

奥
井
大
勢
（
２
年
）

▽
決
勝
リ
ー
グ

三
刀
屋
⑨
‐
０
出
雲
商
業

（
５
回
コ
ー
ル
ド
）

三
刀
屋
⑪
‐
１
大
東

（
５
回
コ
ー
ル
ド
）

※
優
勝

【
男
子
】

▽
決
勝
戦

三
刀
屋
３
‐
⑦
安
来

県
教
育
委
員
会
は
先
月
、
２
年

後
に
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
さ
れ

る
全
国
高
校
総
体
（
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
）
に
向
け
た
選
手
強
化
策
と
し

て
「
一
般
強
化
指
定
校
」
を
新
設

し
、
県
外
遠
征
費
を
補
助
す
る
こ

と
を
発
表
し
た
。
11
校
12
競
技
が

選
ば
れ
、
本
校
の
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
も
指
定
さ
れ
た
。
男
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
部
は
従
来
か
ら
の
「
重

点
強
化
指
定
校
」
が
継
続
す
る
。

一
般
強
化
指
定
校
に

16
年
全
国
高
校
総
体
に
向
け

一
人
も
申
請
中
）
。
初
伝
と
は
、

家
元
か
ら
最
初
に
い
た
だ
く
お
免

状
（
免
許
状
）
で
、
日
々
の
稽
古

の
頑
張
り
で
先
生
が
判
断
さ
れ
、

上
達
の
度
合
い
に
応
じ
て
昇
格
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
取
得
し
た
お

免
状
は
資
格
と
し
て
、
履
歴
書
に

記
載
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

文
化
祭
で
の
作
品
展
示
（
写
真
）

も
好
評
だ
っ
た

が
、
本
日
の
記

念
式
典
の
来
賓

受
付
や
控
室
に

も
部
員
が
い
け

た
作
品
が
飾
ら

れ
て
お
り
、
目

を
向
け
て
も
ら

い
た
い
。

外
部
講
師
の
安
部
治
美
先
生

（
池
坊
）
の
ご
指
導
の
下
で
稽
古

を
続
け
て
き
た
華
道
部
の
３
年
生

部
員
が
、
晴
れ
て
初
伝
の
お
免
状

し
ょ
で
ん

を
取
得
し
た
（
写
真
、
現
在
も
う

今
月
開
催
の
第
69
回
国
民
体

育
大
会
「
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば

国
体
２
０
１
４
」
に
、
和
田
翔

さ
ん
（
３
年
）
が
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
少
年
男
子
の
島
根
県
選

抜
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
参
加

す
る
。
一
昨
日
に
県
庁
で
行
わ

れ
た
結
団
式
に
も
参
加
し
た
。

今
年
の
県
総
体
を
制
し
た
松

江
西
高
の
６
選
手
、
準
優
勝
の

松
江
東
高
の
４
選
手
と
と
も
に

選
抜
さ
れ
た
も
の
で
、
先
月
中

全
試
合
圧
勝
の

コ
ー
ル
ド
勝
ち

女
子
優
勝

県
高
校
選
手
権

秋
季
中
国
大
会
県
予
選

（
９
／
13
、
益
田
市
民
球
場
）

▽
一
次
予
選
２
回
戦

三
刀
屋
０
‐
②
益
田
東

秋
季
出
雲
地
区
大
会

（
８
／
23
～
24
、
三
刀
屋
高
校
他
）

▽
予
選
リ
ー
グ

三
刀
屋
⑪
‐
１
出
雲
西

三
刀
屋
⑥
‐
３
出
雲
農
林

▽
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
準
決
勝

三
刀
屋
３
‐
３
大
東

（
抽
選
に
よ
り
大
東
が
決
勝

に
進
出
し
優
勝
）

県
高
校
選
手
権

（
９
／
20
～
21
、
浜
山
公
園
）

【
男
子
】

▽
２
回
戦
進
出

演

劇

（
９
／
19
、
ラ
・
メ
ー
ル
）

出
雲
・
石
見
地
区
大
会

梅
木
大
喜
（
２
年
）
・

小
池
祐
介
（
２
年
）
ペ
ア

【
女
子
】

▽
ベ
ス
ト
32

森
山

葉
（
２
年
）
・

北
川
真
実
（
２
年
）
ペ
ア

県
大
会
出
場
へ

加
茂
町
の
ラ
・
メ
ー
ル
で
開
か

れ
た
表
記
地
区
大
会
に
は
６
校
が

参
加
し
、
創
作
劇
『
羽
と
心
臓
と

鎧
』
（
２
年
武
内
万
寿
作
）
を
演

じ
た
三
刀
屋
高
校
は
、
11
月
上
旬

に
松
江
市
で
開
催
さ
れ
る
県
大
会

へ
の
出
場
権
を
得
た
。

吹
奏
楽

高
文
連
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

（
９
／
10
、
島
根
県
民
会
館
）

▽
木
管
楽
器
の
部

銀
賞

川
本
明
夢
（
３
年
）

（
フ
ル
ー
ト
）

▽
金
管
楽
器
の
部

銀
賞

中
林
蓮
望
（
３
年
）

（
チ
ュ
ー
バ
）

銀
賞

小
野
朱
里
奈
（
１
年
）

（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）

▼
第
10
回
な
な
か
ま
ど
フ
ェ
ス
タ

10
／
26

吉
田
交
流
セ
ン
タ
ー
周
辺

▼
第
34
回
み
と
や
っ
こ
ま
つ
り

10
／
26

文
化
体
育
館
ア
ス
パ
ル

※
筝
曲
部
も
出
演
予
定

▼
中
野
地
区
文
化
祭
（
仮
称
）

11
／
16
、

三
刀
屋
町
中
野
地
区

今
後
の
出
演
予
定

陸

上

県
高
校
新
人
陸
上

（
９
／
20
～
21
、
益
田
市
）

▽
男
子
円
盤
投
げ

勝
葉
航
平
（
２
年
）
６
位

28
ｍ
33

▽
１
年
男
子
百
ｍ

山
田

幹
（
１
年
）

準
決
勝
進
出

12
秒
13

地
域
イ
ベ
ン
ト
で
多
忙
な
秋
で
す

旬
に
は
中
国
各
県
の
選
抜
チ
ー

ム
と
の
テ
ス
ト
マ
ッ
チ
強
化
合

宿
（
広
島
市
）
に
も
参
加
し
た
。

ま
ず
は
初
戦
突
破
を
狙
う
。

三
高
と
島
根
の
代
表
と
し
て
、

前

生

徒

会

長

の

快

調

な

プ

レ

ー

を

期

待

し
た
い
。

和田翔さん

（３年）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

長
崎
国
体
「
が
ん
ば
く
ん
」

少年男子は

10月18日～

自
分
を
作
る
楽
校

（
９
／
13
～
14
、
出
雲
商
業
高
校
）

女子

2014年（平成26年）10月4日(土) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第88号（４）

一
学
期
後
半
か
ら
毎
月
続
く

「
自
分
を
つ
く
る
楽
校
」
の
８
月

は
台
風
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た

が
、
９
月
は
20
日
、
21
日
の
両
日
、

国
立
三
瓶
青
少
年
交
流
の
家
で
宿

泊
研
修
を
実
施
し
た
。
今
回
は
本

校
生
９
名
を
含
む
19
名
の
高
校
生

が
、
都
会
地
の
若
手
社
会
人
グ
ル
ー

プ
「
ア
ラ
ー
レ
」
の
21
名
の
支
援

を
受
け
な
が
ら
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
自
分
の
将
来
像
を
描
い
た
。

三
瓶
で
宿
泊
研
修

お
免
状
を
取
得
！

華

道

お免状を手にす
る3年生部員と講

師の安部先生。

今年度の三高応援幕

恩田校長の発案

【
女
子
】

▽
予
選
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２
回
戦

三
刀
屋
23
‐
０
松
江
商
業

（
５
回
コ
ー
ル
ド
）



（５）第88号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2014年（平成26年）10月4日(土)

雲
南
市
と
三
高
総
合
学
科
の

は
…

日 曜 学校行事等 部活等

１ 水
10/4の振替休業日 学校開放
大学入試センター試験出願開始

２ 木 中間試験3日目

３ 金 中間試験4日目 記念式典準備

４ 土 創立90周年記念式典

５ 日

６ 月

７ 火 高校生の心の健康に関する講演会(1・2年、保護者)

８ 水

９ 木

１０ 金 第2回英検

１１ 土 3年全統記述模試

１２ 日

１３ 月 体育の日 2年研修旅行

１４ 火

１５ 水

１６ 木 1年地域産業研究実習(ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ)

１７ 金
3年進駿記述模試
2年生代休日 閉寮

写真

１８ 土 3年進駿記述模試

１９ 日 開寮

２０ 月
学習時間調査(～26)
下校パトロール(～11/8)
1年地域産業研究振り返り

２１ 火

２２ 水

２３ 木 書道

２４ 金 第2回漢検 ｿﾌﾄﾃﾆｽ 美術

２５ 土 3年ｵｰﾌﾟﾝ模試、桐原小論模試 ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ

２６ 日 3年全統記述模試 学校開放 柔道

２７ 月

２８ 火 球技大会

２９ 水 生徒総会 S.C来校日

３０ 木

３１ 金 3年進駿M模試 筝曲

島根を愛しふるさとに誇りを持つこどもたち

を育むために
＜しまね教育の日を定める条例 第1条より＞

「しまね教育の日」関連行事（三刀屋高校編）

１ 土 しまね教育の日 サッカー 陸上

２ 日 剣道

３ 月 文化の日

４ 火 人権・同和教育LHR

５ 水 雲南地区高体連体育大会

６ 木 卓球

７ 金 ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

８ 土
1年「授業『大学』」
2年課題研究中間発表 サッカー

９ 日 英検2次 3年代ｾﾞﾐｾﾝﾀｰﾌﾟﾚ

10 月 11月8日の振替休業日 PTAｷｬﾝﾊﾟｽﾂｱｰ（生徒も可）

平
成
16
年
に
総
合
学
科
１
期
生

を
迎
え
て
三
刀
屋
高
校
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
実
践
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
が
、
同
年
11
月
に
誕
生
し
た

新
制
雲
南
市
で
も
翌
年
か
ら
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
取
り
組
み
が
始
ま
り

ま
し
た
。
平
成
21
年
度
か
ら
は
市

内
す
べ
て
の
小
中
学
校
で
、
24
年

度
か
ら
は
保
育
所
・
幼
稚
園
も
含

ん
で
「
夢
発
見
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
ふ
る
里
に
誇
り
を
持
ち
、
積

極
的
に
社
会
に
参
画
し
て
い
こ
う

地
域
の
全
面
協
力
を
支
え
に

夢
発
見
の
き
っ
か
け
作
り
の
季
節

地
域
で
つ
な
ぐ
キ
ャ
リ
ア
教
育
モ
デ
ル
事
業
実
践
校

と
す
る
「
意
欲
」
「
能
力
」
「
態

度
」
を
発
達
段
階
に
応
じ
て
身
に

つ
け
、
「
社
会
を
生
き
抜
く
力
」

を
育
て
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
お

り
、
高
校
入
学
以
前
の
そ
う
し
た

取
り
組
み
を
前
提
に
本
校
総
合
学

科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
試
行
錯
誤

を
重
ね
な
が
ら
構
築
し
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
か
ら
雲
南
市
内
各

中
学
校
の
３
年
生
が
職
場
体
験
学

習
（
夢
発
見
ウ
イ
ー
ク
）
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
三
刀
屋
高
校
１
年

次
の
「
地
域
産
業
研
究
」
実
習

（
事
業
所
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

で
は
、
事
前
に
市
内
の
各
業
種
別

の
強
み
弱
み
や
課
題
等
を
調
査
し

た
上
で
実
習
に
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。

中
学
時
代
と
同
じ
職
場
体
験
だ
け

で
な
く
、
６
月
か
ら
行
っ
て
き
た

調
べ
学
習
を
も
と
に
課
題
意
識
を

持
っ
た
上
で
実
習
に
臨
み
、
「
地

域
産
業
研
究
」
を
一
層
深
め
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
地
域
の
皆

様
の
全
面
協
力
が
あ
っ
て
可
能
と

な
る
取
り
組
み
で
あ
り
、
地
域
全

体
で
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
雲
南
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
市
報
『
雲
南
』
９
月
号
の
巻

頭
特
集
「
若
者
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
ま
ち
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
）

１年 事業所ｲﾝﾀｰｼｯﾌﾟ(地域産業研究 実習)
ｱｶﾃﾞﾐｯｸｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ(広島大学訪問)

ライフプラン作成
２年 班別自主研修(東京方面、大学・企業等訪問)

課題研究(ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ)

課題研究(ﾃｰﾏ別ｷｰﾜｰﾄﾞ調べ)
３年 課題研究(ﾃｰﾏ別小論文作成、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ)

今年度の三刀屋高校総合学科のキャリア教育（一部）

11
月
８
日
（
土
）
は

三
高
「
教
育
フ
ェ
ス
タ
」

島
根
大
学
の
学
生
約
30
名

を
講
師
と
す
る
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
、
大

学
で
の
学
び
に
つ
い
て
、
自

分
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
を

深
め
ま
す
。

東
京
で
の
班
別
自
主
研
修

の
課
題
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の

考
察
を
ポ
ス
タ
ー
に
ま
と
め

て
発
表
し
ま
す
。
（
午
後
の

発
表
会
は
保
護
者
・
地
域
の

皆
様
に
も
ご
案
内
し
ま
す
。
）

※
以
上
が
８
日
実
施
分

小
中
学
校
の
先
生
方
に
も

ご
案
内
し
ま
す
。

高
大
接
続
教
育
（
１
年
）

授
業
「
大
学
」

課
題
研
究
中
間
発
表

（
２
年
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
）

人
権
・
同
和
教
育

Ｌ
Ｈ
Ｒ
公
開
授
業

Ｐ
Ｔ
Ａ
キ
ャ
ン
パ
ス

ツ
ア
ー
（
岡
山
方
面
）

広
島
大
学
訪
問

（
１
年
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

ク
ラ
ス
発
表
会
（
１
年
）

１
年
保
護
者

ガ
イ
ダ
ン
ス

11/411/1011/11

11
／
19
、
26

11/21

平成14年に「しまね教育の日を定める条例」が制定され、

11月1日を「しまね教育の日」あわせて7日までを「しまね

教育ウィーク」と定められました。本校ではその期間の前

後、今年は次のような取り組みを予定しております。



松
江
自
動
車
道
沿
い
の
雲
南
市
吉

田
町
の
道
の
駅
「
た
た
ら
ば
壱
番
地
」

が
大
賑
わ
い
だ
。
そ
の
名
の
通
り
、

吉
田
町
は
た
た
ら
製
鉄
が
盛
ん
だ
っ

た
地
で
あ
り
、
町
内
の
「
菅
谷
高
殿

(

す
が
や
た
か
ど
の)

」
は
全
国
で
一

カ
所
、
江
戸
時
代
か
ら
の
高
殿
と
呼

ば
れ
る
常
設
屋
内
炉
施
設
を
残
し
て

い
る
。
旧
制
三
刀
屋
中
学
が
開

校
す
る
直
前
の
大
正
10
年
に
操

業
を
終
え
、
以
来
90
年
を
経
て

傷
み
が
激
し
く
な
っ
た
た
め
一

昨
年
か
ら
解
体
修
繕
工
事
を
続

け
、
来
月
に
は
工
事
が
終
わ
る
。

吉
田
町
内
で
も
原
料
砂
鉄
を

採
取
す
る
た
め
の
鉄
穴
流
し
の

痕
跡
が
各
所
で
見
ら
れ
る
が
、

道
の
駅
「
た
た
ら
ば
壱
番
地
」

付
近
も
そ
う
だ
。
「
鉄
穴
残
丘(

以
下
、

残
丘)

」
と
呼
ば
れ
る
小
山
が
点
在
し
、

残
丘
の
間
に
棚
田
が
広
が
る
景
観
が

美
し
い(

写
真
円
内)

。

残
丘
と
は
、
「
固
く
て
流
せ
な
か
っ

た
所
が
突
起
状
の
小
山
と
し
て
残
っ

た
場
所
」
と
説
明
さ
れ
て
き
た
が
、

そ
の
残
丘
に
は
墓
が
多
い
。
利
用
に

困
っ
て
墓
地
に
利
用
し
た
と
考
え
ら

れ
る
が
、
流
せ
な
い
ほ
ど
固
い
場
所

に
大
き
な
穴
を
掘
っ
て
土
葬
す
る
の

は
難
儀
な
こ
と
で
あ
る
。
現
在
で
は
、

「
固
く
て
流
せ
な
か
っ
た
場
所
の
ほ

か
、
も
と
も
と
墓
や
祠
等
が
あ
っ
た

大
切
な
場
所
を
残
し
た
神
聖
な
場
所
」

と
紹
介
さ
れ
る
。
比
較
的
小
さ
な
残

丘
の
多
く
は
後
者
の
例
で
、
地
図
中

に
茶
色
で
示
し
た
鉄
穴
流
し
の
跡
地

で
散
見
で
き
、
そ
れ
は
雲
南
地
域
だ

け
で
な
く
安
来
市
比
田
地
区
や
鳥
取

県
日
野
郡
、
広
島
県
北
部
等
の
た
た

ら
製
鉄
が
盛
ん
だ
っ
た
各
所
で
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
周
囲
の
地
形
と
は

明
ら
か
に
違
う
陸
の
孤
島
的
姿
が
特

徴
だ
。
墓
や
祠
を
残
し
た
小
さ
な
残

丘
は
、
左
最
下
段
の
写
真
の
よ
う
に

素
人
で
も
確
認
し
や
す
い
。

鉄
穴
流
し
の
跡
地
利
用

鉄
穴
流
し
は
一
面
凄
ま
じ
い
環
境

破
壊
だ
っ
た
が
、
鉄
穴
流
し
に
よ
る

土
砂
の
流
出
・
堆
積
は
そ
の
ま
ま
耕

地
開
発
に
も
利
用
さ
れ
、
中
国
地
方

の
中
山
間
地
の
盆
地
や
下
流
平
野
部

の
耕
地
形
成
に
つ
な
が
っ
た
例
が
多

い
。
「
天
井
川
」
の
形
成
だ
け
が
鉄

穴
流
し
が
遺
し
た
景
観
で
は
な
い
の

だ
。
石
見
地
方
で
顕
著
な
例
と
し
て

は
邑
南
町
の
矢
上
盆
地(

写
真)

が
知

ら
れ
る
。
元
来
は
起
伏
に
と
ん
だ
地

形
が
、
鉄
穴
流
し
に
よ
っ
て
そ
の
８

割
が
平
坦
地
と
な
っ
て
耕
地
化
し
た
。

通
常
の
鉱
山
開
発
は
自
然
破
壊
と

な
っ
た
が
、
鉄
穴
流
し
は
結
果
的
に

跡
地
を
耕
地(

棚
田)

と
し
て
再
開
発

し
た
稀
有
な
例
で
あ
り
、
世
界
に
誇

る
自
然
リ
サ
イ
ク
ル
例
と
言
え
る
。

お
隣
の
奥
出
雲
町
が
申
請
し
た
「
奥

出
雲
た
た
ら
製
鉄
及
び
棚
田
の
文
化

的
景
観
」
は
、
今
年
の
３
月
に
正
式

に
国
の
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ

れ
た
。
鉄
穴
流
し
が
遺
し
た
何
気
な

い
古
里
の
里
山
景
観
を
誇
り
た
い
。

そ
し
て
二
市
一
町
に
よ
る
鉄
の
道
文

化
圏
が
今
一
度
脚
光
を
浴
び
る
時
だ
。

錦
織
良
成
監
督
の
映
画
『
た
た
ら
侍
』

の
制
作
に
各
市
町
が
結
束
し
て
支
援

を
固
め
た
よ
う
に
、
古
里
の
里
山
景

観
に
共
通
の
遺
産
価
値
を
認
め
、
さ

ら
に
は
県
境
を
越
え
た
市
町
村
の
今

後
の
取
り
組
み
に
も
期
待
し
た
い
。

斐
伊
川

物
語
第
４
回

『
た
た
ら
侍(

仮
称)

』
を
勝
手
に
応
援
す
る
シ
リ
ー
ズ

今昔

里
山
に
残
る
「
鉄
穴
残
丘
」

か

ん

な

ざ
ん
き
ゅ
う

めざせ世界遺産登録～たたら製鉄(鉄穴流し)関連遺産と里山景観 ～

中学

雲南市吉田町中心部

↑
赤
い
ピ
ン
位
置
は
、
現
在
の
松
江
自
動
車
の
道
の
駅
「
た
た

ら
ば
壱
番
地
」
付
近
。
写
真
は
開
通
前
の
平
成
20
年
頃
の
空
撮
。

伯
太
川

出典：「斐伊川水系の流域及び

河川の概要」（平成21年、国土
交通省河川局）に加筆して作成。

里山を彩る鉄穴残丘

鉄穴流しが行われた中国山地
沿いの中山間地には、緩斜面の
棚田の中にいくつもの小島や鎮
守の森が浮かぶような景観が点
在する。これが鉄穴残丘だ。↑出雲地方だけではない。矢

上盆地も鉄穴流しが作り、棚
田と残丘のｺﾝﾄﾗｽﾄが美しい。

↑鉄の神様を祀る全国の「金
屋子神社」の本社が鎮座する
安来市西比田地区の鉄穴残丘

と棚田。

↑奥出雲町南隣の広島県庄原市
三河内地区の列島状の残丘。

↑横田高校のある奥出雲町稲
原地区も残丘が多い。

↑飯南高校のある飯南町野萱
から小田地区にかけても鉄穴
残丘を確認しやすい。

飯
梨
川

久野川
三
刀
屋
川 斐伊川

赤川

墓

たたら製鉄と田部家を紹介する

「鉄山師の町歴史館」が吉田町

に9月13日オープンしました！

↓実際には地図中に示した地域以外でも鉄穴流しが行われたと
推測される（雲南市北部や松江市宍道町にも鉄穴残丘あり）。

2014年（平成26年）10月4日(土) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第88号（６）



90
年
の
校
史
の
折
り
返
し
地

点
と
な
っ
た
昭
和
44
年
春
に
現

在
の
普
通
教
室
棟
が
竣
工
。
翌

年
に
は
管
理
棟
も
竣
工
し
、
46

年
秋
に
は
校
舎
改
築
竣
工
記
念

式
典
を
迎
え
た
。

同
じ
46
年
、
新
時
代
の
幕
開

け
を
告
げ
る
よ
う
に
「
和
」
の

調
べ
が
三
高
に
加
わ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
筝
曲
同
好
会
の
誕
生

だ
。
指
導
者
に
迎
え
ら
れ
た
の

は
木
次
で
教
室
を
開
い
て
お
ら

れ
た
日
之
蔵
智
子
先
生
（
本
校

卒
業
生
）
だ
っ
た
。
発
足
か
ら

間
も
な
い
時
期
の
様
子
に
つ
い

て
は
、
平
成
11
年
の
読
売
新
聞

に
掲
載
さ
れ
た
５
回
シ
リ
ー
ズ

『
わ
が
母
校
』
の
最
終
回
に
詳

述
さ
れ
て
い
る
。
本
校
の
「
80

周
年
史
」
に
も
転
載
し
て
い
る

の
で
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

昭
和
54
年
に
部
に
昇
格
し
て

以
降
も
、
日
之
蔵
先
生
に
は
か

わ
ら
ず
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、

現
在
も
週
一
回
、
松
江
か
ら
母

校
の
後
輩
の
た
め
に
駆
け
つ
け

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
感
謝
に

た
え
な
い
。
卒
業
式
や
入
学
式
、

本
日
の
よ
う
な
特
別
の
式
典
で

の
慶
祝
の
雰
囲
気
を
高
か
ら
し

め
る
演
奏
は
、
他
校
に
は
な
い

三
高
の
財
産
だ
。

前
述
の

『
わ
が
母
校
』
の
中

で
日
之
蔵
先
生
は
、
「
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
と
違
っ
て
指
揮
者
が
い

な
い
。
一
斉
に
音
を
止
め
た
り

出
し
た
り
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を

合
わ
せ
る
に
は
、
一
人
ひ
と
り

が
お
互
い
の
間
合
い
を
知
っ
て
、

合
わ
せ
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
」
と
説
明
さ
れ
て

い
る
。

新
入
部
員
が
ゼ
ロ
と
い
う
年

も
何
度
か
あ
っ
た
が
、
先
生
の

熱
意
に
も
支
え
ら
れ
て
活
動
は

継
続
し
、
毎
年
２
学
期
に
行
わ

れ
る
高
文
連
日
本
音
楽
部
門
の

県
コ
ン
ク
ー
ル
を
経
て
、
翌
年

夏
に
開
催
さ
れ
る
全
国
高
等
学

校
総
合
文
化
祭
へ
も
た
び
た
び

出
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

う
し
た
実
績
を
評
価
さ
れ
て
、

平
成
19
年
に
は
三
刀
屋
の
ア
ス

パ
ル
を
会
場
に
第
31
回
全
国
高

等
学
校
総
合
文
化
祭
の
日
本
音

楽
部
門
大
会
が
開
催
さ
れ
、
本

校
が
そ
の
大
会
運
営
の
中
心
と

な
る
に
至
っ
た
。

県
内
で
は
決
し
て
多
く
な
い

筝
曲
部
だ
が
、
地
域
の
皆
様
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
、
そ
し
て
一

人
ひ
と
り
の
存
在
が
輝
き
を
増

し
な
が
ら
、
今
後
も
和
の
響
き

を
伝
え
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

第５回 筝曲部と日之蔵先生

三高の和の調べ

三高90年物語

現
在
、
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
準
備
中
で
す
。
今
し
ば

ら
く
お
待
ち
い
た
だ
き
ま

す
が
、
三
刀
屋
高
校
の
現

況
を
伝
え
る
べ
く
、
今
後

も
情
報
発
信
に
つ
と
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

秋
は
、
校
外
で
の
活
動

場
面
も
多
く
な
り
ま
す
。

地
域
で
活
動
す
る
三
高
生

の
情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ

く
と
喜
び
ま
す
。
事
前
情

報
も
含
め
て
、
三
刀
屋
高

校
総
務
部
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
（
編
集
長
記
）

編
集

後
記

さ ん こ う

http://三高情報.怒涛のドット.満載「蒼雲」

三高のふしぎ発見 !?

本
校
に
は
戦
前
か
ら
引
き
継
ぐ

品
が
記
念
館
「
蒼
雲
館
」
に
数
多

く
眠
る
。
山
本
五
十
六
の
書
や
教

育
勅
語
の
函
の
存
在
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
周
年
誌

に
も
紹
介
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
た

び
校
内
の
某
所
か
ら
写
真
の
珍
品

が
発
見
さ
れ
て
学
校
関
係
者
を
驚

か
せ
た
。

た
だ
ち
に
雲
南
警
察
署
に
報
告

し
、
県
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
鑑

定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
い

か
な
る
理
由
で
校
内
に
眠
っ
て
い

た
の
か
は
現
段
階
で
は
不
明
だ
。

ズ
シ
リ
と
重
い
の
は
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
筒
の
銃
身
が
鉄
だ
か

ら
だ
。
堺
と
並
ぶ
鉄
砲
の
産
地
だ
っ

た
の
が
滋
賀
県
の
国
友
だ
が
、
国

友
で
は
出
雲
産
の
良
質
な
鋼
を
用

い
た
と
い
う
か
ら
、
出
雲
鋼
の
お

文
化
祭
二
日
目
に
職
員
室
前
で

紹
介
し
た
写
真
の
赤
い
物
体
の
正

体
は
コ
ン
ニ
ャ
ク
で
す
。
味
は
普

通
の
コ
ン
ニ
ャ
ク
と
全
く
変
わ
り

ま
せ
ん
。
辛
く
も

あ
り
ま
せ
ん
。
三

二
酸
化
鉄
と
い
う

食
品
添
加
物
で
着

色
し
た
も
の
で
、
初
め
て
見
る
人

に
と
っ
て
は
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
実
は
滋
賀
県
近

江
八
幡
市
の
名
産
品
で
、
地
元
で

国
友
筒
な
ら
出
雲
鋼
を
使
用
か

只
今
、
鑑
定
中
！

管理棟の某所から発見された古式銃＜小筒＞

長1,345mm 口径12mm カラクリなし 火皿あり
火蓋なし 目釘穴に桜紋 前目当ては富士山型

平成19年の全国大会には過去 高の44都道府県57団体が出演。オープニ

ングでは三刀屋を含む県内7校合同演奏を披露した（文化体育館アスパル）。

た
た
ら
ば
コ
ン
ニ
ャ
ク
（
仮
称
）

ジェ! ジェ! ジェ!

赤
っ
恥
覚
悟
で
提
案
し
ま
す

（７）第88号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2014年（平成26年）10月4日(土)

里
帰
り
と
し
て
大
切
に
保
存
さ
れ

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

写
真
の
ら
っ
き
ょ
型
の
銃
口
は

堺
産
に
多
い
が
、
装
飾
が
少
な
く

全
体
的
に
滋
賀
県
の
長
浜
城
歴
史

博
物
館
が
所
蔵
す
る
小
筒
と
良
く

似
て
お
り
（
長
は
全
く
同
じ
）
、

の
字
が
付
く
地
名
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
山
陰
地
方

で
は
た
い
て
い
「
鉄
」
に
関
係
す
る
地
名
だ
。
大
東

町
か
ら
加
茂
町
に
か
け
て
流
れ
る
の
は
赤
川
、
安
来
市

に
は
赤
屋
、
赤
江
も
あ
る
。
ま
た
、
雲
南
市
に
も
多
い

「
金
」
の
字
が
付
く
地
名
や
屋
号
も
、
た
い
て
い
は
鉄

に
関
係
す
る
場
合
が
多
い
。

赤

国
友
産
の
火
縄
銃
で
は
な
い
か
と

は
校
内
の
素
人
鑑
定
師
の
弁
だ
。

あ
て
に
は
な
ら
な
い
が
。

果
た
し
て

プ
ロ
の
鑑
定
や
い
か
に
？

は
「
赤
コ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
赤
い

コ
ン
ニ
ャ
ク
が
普
通
な
の
で
す
。

ど
ん
な
料
理
に
も
彩
を
添
え
る
好

材
で
、
サ
ラ
ダ
で
も
田
楽
で
も
何

に
で
も
マ
ッ
チ
す
る
万
能
食
品
と

言
え
ま
す
。

赤
は
鉄
の
色
で
す
。
こ
れ
か
ら

の
雲
南
市
は
「
た
た
ら
ば
コ
ン
ニ
ャ

ク(

仮
称)

で
ガ
ッ
チ
リ
！
」
を
狙
っ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
錦
織

良
成
監
督
の
映
画
『
た
た
ら
侍
』

に
も
登
場
す
る
は
ず
で
す
（
ウ
ソ

で
す
）
。
商
品
名
も
重
要
で
す
。

あ
れ
こ
れ
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
例
／
た
た
ら
ば
コ
ン(

ニ
ャ
ク)

、

金
コ
ン
冠
婚
、
金
ニ
ャ
ク

赤

鉄

赤

鉄

赤

鉄

赤

鉄

赤

鉄

赤

鉄

赤

鉄

赤

鉄

赤

鯨肉？
まぐろ？
レバー？
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※ 島根県東部の全市町
と接する雲南市。ここ

は現代出雲国の中心 ‼ 地域とともに
シリーズ

地域でつなぐキャリア教育モデル事業実践校 第５回

いつでも帰って来い来い 雲南の地へ
き み の ふ る さ と

いつかは帰って来い来い 雲南の地へ
き み の ふ る さ と

グローカル（グローバル＆ローカル）世界に挑む三高生！
卒業後は …

大志を抱いて全国へ、そして世界へ羽ばたくも良し！
けれど …

青春時代を育んだ雲南三刀屋への熱い思いを忘れないで!!

三高 未来の卒業生へ

ふ
る
さ
と
（
三
番
）

志
を

果
た
し
て

い
つ
の
日
に
か

帰
ら
ん

山
は
あ
お
き

ふ
る
さ
と

水
は
清
き

ふ
る
さ
と

昨
年
の
掛
合
太
鼓
に
続
き
、
今

年
の
文
化
祭
で
も
本
校
生
（
周
藤

春
香
さ
ん
、
鈴
江
広
太
さ
ん
）
が

加
わ
っ
た
三
刀
屋
太
鼓
が
力
強
い

演
奏
を
披
露
し
て
く
れ
た
。

三
刀
屋
太
鼓
は
、
旧
三
刀
屋
町

の
活
性
化
と
新
し
い
郷
土
芸
能
の

育
成
の
た
め
、
平
成
４
年
に
ス
タ
ー

ト
し
た
太
鼓
チ
ー
ム
。
年
間
20
回

以
上
の
公
演
を
町
内
外
で
行
い
、

韓
国
や
ア
メ
リ
カ
で
の
公
演
も
大

成
功
を
お
さ
め
た
。
現
在
は
マ
イ

ア
先
生
を
含
む
市
内
各
校
の
Ａ
Ｌ

Ｔ
の
先
生
方
も
一
緒
に
練
習
を
重

ね
て
い
る
。
地
域
に
根
を
お
ろ
し
、

鈴
江
・
周
藤
・
マ
イ
ア
も
ド
ヤ
顔
の
迫
力
舞
台

地
域
を
元
気
づ
け
る
三
刀
屋
太
鼓

を
今
後
も
応
援
し
た
い

◇
◇
◇
◇
◇
◇
。

雲
南
市
に
は
こ
の
ほ
か
、
昭
和

53
年
に
誕
生
し
県
内
各
地
の
組
太

鼓
の
チ
ー
ム
誕
生
の
呼
び
水
と
な
っ

た
掛
合
太
鼓
が
あ
る
。
そ
の
掛
合

太
鼓
結
成
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
、

文
化
祭
で
も
ス
テ
ー
ジ
中
央
で
83

歳
と
は
思
え
ぬ
渾
身
の
演
奏
を
披

露
し
て
い
た
だ
い
た
景
山
道
隆
先

生
（
結
成
当
時
は
中
学
校
音
楽
教

員
、
旧
三
刀
屋
町
教
育
長
）
だ
。

そ
の
後
、
出
雲
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
マ
ッ

チ
し
た
か
の
よ
う
に
宍
道
太
鼓
・

仲
間
と
魅
せ
る
渾
身
の
三
刀
屋
太
鼓

さ
だ
須
佐
太
鼓
・
神
戸
川
太
鼓
・

仁
多
乃
炎
太
鼓
等
々
、
太
鼓
仲
間

の
裾
野
が
広
が
っ
た
の
も
景
山
先

生
の
熱
意
の
賜
物
で
あ
り
、
永
年

の
功
績
に
よ
り
昨
年
度
の
山
陰
中

央
新
報
社
地
域
開
発
賞
第
52
回
文

化
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。

最
初
の
掛
合
太
鼓

結
成
の
経
緯
や
、
太

鼓
と
地
域
に
か
け
る

先
生
の
熱
い
思
い
に

つ
い
て
は
、
日
本
太

鼓
財
団
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
会
報
第

15
号
（
２
０
０
１
年
）

の
先
生
の
寄
稿
文
を

参
照
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

←左から3年生の周藤春香
さん、ＡＬＴのマイアさ
ん（ニュージーランド出
身）、昨年度まで本校勤
務の石飛あゆみ先生。

↑ドヤ顔の鈴江広太さん（3年）は小学校以来7年間の活動歴。カッコよすぎる夢舞台に観客も酔いしれた！

記念式典は誕生日

の11月1日 ↑

追伸

「雲南夢発見伝＆実現伝」はまだまだ続きます。

将来あなたのふる里でリアルに力強く完結することを期待しています。

社会人、ＡＬＴ、掛高の仲間も加わった迫力舞台。
来年以降も高校生が加わった太鼓演奏を期待しています ‼

創立90周年記念メール

▼人生で悲しむべき

は、若い時の夢を叶えられ

なかったことよりも、若い時に夢を持

たなかったことである。（ ジャン・ジュネ ）


